
山梨大学大学院
教育学研究科 教育実践創成専攻

（教職大学院）

新しい教職大学院が始まります



改組手続中のため予定であり、記載内容は変更となる場合があります。

新しく変わる教職大学院
定員：38名（現職教員：14名・一般：24名）

山梨大学大学院 教育学研究科（教職大学院）教育実践創成専攻

地域や学校の課題に即した学校改善・学級改善・授業改善を構想し実践
する力、及び教育実践をリードする力を高め、将来管理職となる者も含
め地域や学校において中核的・指導的な役割を果たせる教員を育成する。

学校マネジメント分野

教師力育成分野

教科の目的・内容に対する深い理解と、それぞれの教科における専門領
域の詳細を学びながら、教科内容の各分野が有機的に連携した教科教育
を実践する力を持ち、児童生徒の発達段階に応じて、各教科の授業を適
切に構想し、効果的な授業実践することができる教員を育成する。

初等教科教育分野

中等教科教育分野

学校経営と組織マネジメントに関する高度な専門

的力量の習得により、地域に根ざした学校づくり

をリードする教員を育成する。

学校現場が抱える様々な課題を解決する力を持ち、

カリキュラム開発、教育臨床（生徒指導・教育相

談）、異校種間の連携、地域との連携を実践する

力を持つ教員を育成する。

小学校の各教科（国語、社会、算数、理科、音楽、

図画工作、家庭、体育、外国語）について、質の

高い教材研究をもとにした高度な授業実践力を持

つ教員を育成する。

中学校、高等学校の各教科（中学校の教科をベー

スに、国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保

健体育、技術・家庭、外国語、書道、工芸）につ

いて、質の高い教材研究をもとにした高度な授業

実践力を持つ教員を育成する。

● 教育実践開発コース

● 教科領域実践開発コース



改組手続中のため予定であり、記載内容は変更となる場合があります。

教育実践創成専攻　授業科目体系

教育実践開発コース 教科領域実践開発コース

学校マネジメント
分野 教師力育成分野 初等教科教育分野 中等教科教育分野

教育課程の編成・実施に関する領域

生徒指導・教育相談に関する領域

学級・学校経営に関する領域

教科等の実践的な指導方法に関する領域

『教育課程の内容と編成』

『道徳教育の理論と実践』

『発達障害児の心理』

学校教育と教員の在り方に関する領域

『現代学校・教師論』

教育実践研究に関する領域（独自領域）

『教育・地域課題挑戦プロジェクト実践論』

『授業研究マネジメント論』

『教育相談・生徒指導論』

『学校・学級文化の創造と学級経営』

『中等教科横断型・総合型
プロジェクト実践論』

『初等教科横断型・総合型
プロジェクト実践論』

『情報教育・ICT活用
の理論と実践』

『学校安全と危機管理』

『学校組織経営論』

『教育法規と
コンプライアンス』

『学校改善論』

共
通
科
目 

【
必
要
単
位
数
：
 18
単
位
】

『山梨の学校改革』
『教育政策の理論と実践』
『特別の教育課程』
『小学校における接続期カリキュラムの実践と課題』

『課題研究Ⅰ』
『課題研究Ⅱ』
『実習Ⅰ
（課題発見実習）』
『実習Ⅱ
（課題達成実習）』

『課題研究Ⅰ』,『課題研究Ⅱ』,『課題研究Ⅲ』
『小学校実習Ⅰ（課題発見実習）』又は
　 『中・高等学校実習Ⅰ（課題発見実習）』
『小学校実習Ⅱ（課題達成実習）』又は
　 『中・高等学校実習Ⅱ（課題達成実習）』

『授業研究マネジメント論』
『学校・学級文化の創造と
学級経営』 
『エビデンスに基づく教育   
支援』
『情報教育・ICT活用の理論
と実践』

『学校安全と危機管理』
『子どもエンパワーメント論』
『インクルーシブ教育』
『障害児の指導法』

『国語科の本質と目標・内容構成』　『英語科の本質と目標・内容構成』
『社会科の本質と目標・内容構成』　『数学科の本質と目標・内容構成』
『理科の本質と目標・内容構成』　　
『家庭科の本質と目標・内容構成』　『音楽科の本質と目標・内容構成』　
『図画工作科・美術科の本質と目標・内容構成』
『体育科・保健体育科の本質と目標・内容構成』

『初等国語科の教材研究と授業構想』
『初等英語科の教材研究と授業構想』
『初等社会科の教材研究と授業構想』
『初等数学科の教材研究と授業構想』
『初等理科の教材研究と授業構想』
『初等家庭科の教材研究と授業構想』
『初等音楽科の教材研究と授業構想』
『初等図画工作科の教材研究と授業構想』
『初等体育科の教材研究と授業構想』

『技術科の本質と目標・内容構成』
『中等国語科の教材研究と授業構想』
『中等英語科の教材研究と授業構想』
『中等社会科の教材研究と授業構想』
『中等数学科の教材研究と授業構想』
『中等理科の教材研究と授業構想』
『中等技術科の教材研究と授業構想』
『中等家庭科の教材研究と授業構想』
『中等音楽科の教材研究と授業構想』
『中等図画工作科の教材研究と授業構想』
『中等体育科の教材研究と授業構想』

【必要単位数】
　課題研究（必修） ： ６単位
　　（学校マネジメント分野は４単位）
　実習（必修）　 　： 10単位

選
択
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【
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要
単
位
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：
 12
単
位
】
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教職大学院って、どんな人が学んでいるの？

教職大学院 Q&A

　ストレートマスターと現職教員の院生が一緒に学んでい

ます。

　 学部を卒業して、そのまま教職大学院に進学した院生

が「ストレートマスター」です。学校現場で実践経験を積

んできた現職教員とストレートマスターが、机を並べて一

緒に学んでいます。（教職大学院入学には、入学時点で教

員免許状を持っていることが条件です）

教職大学院って何年間？ どんなことをするの？

Ｑ1

Ｑ2
　教職大学院に２年間在籍し、必要単位を修得することで、「教職修士（専

門職）」の学位が取得できます。教職に就く前にきめ細かな指導の下に多く

の実践経験を積み、修了時に即対応できる自信を身に付けることができます。

教職大学院では、「講義（理論）」と「実習（実践）」のカリキュラムの下で、

次のことを学ぶことができます。何と言っても最大の特徴は、「連携協力校」

における実習です（１年間 200 時間）。実践力を向上させたい！と思う方は、

教職大学院への進学をぜひ検討してみてください。

❶ 実習により教育現場の雰囲気を体感でき、生徒指導・学級経営等
のあり方等についても実践的に経験を積むことができます。

❷ 実習を通して大学院で学ぶ理論と現場における実践の往還ができ
ます。

❸ 毎回の実習の後、現職の先生や大学の先生との話し合いから、振
り返りや今後に活かした検討ができます。

❹ 授業は少人数での演習、基本的に研究者教員と実務家教員のティ
ーム・ティーチングなので、学校の教育活動についての理論と実
践の側面を同時に学ぶことができます。



教職大学院に行くとどんなメリットがあるの？

　これまでのお話ししたよさが教職大学院の魅力ですが、さらに次のような

メリットがあります。
　
❶ 修士の学位 （教職修士（専門職）） を取得できます。
　 

❷ 専修免許状を取得できます。
　 

❸ 学部 4 年次、大学院 1 年次、大学院 2 年次と 3 回教員採用試験を受験す

ることができます。しかも、山梨県などの一部の地域では学部 4 年次、

大学院 1 年次に合格した場合、合格者として登録され大学院を修了する

まで採用を猶予してもらえます。
　 

❹ 教育現場に出ると （本採用でも期間採用でも）、日々の仕事に追われてし

まい、教育学的な研究を行うことが難しいと言われます。教職大学院で

は学生らしい実践的な授業研究にチャレンジができます。　

 ❺ 期間採用で現場に出ると教員採用試験のための勉強をする時間を作るの

が難しいのですが、教職大学院では試験への準備を十分に行うことがで

きます。
　 

❻ 教員採用試験の対策について丁寧に指導してもらえます。
　 

❼ 学部卒院生に対して学術研究奨励金の修学支援制度があります。
　 

❽ 教職大学院の行事（県内外の先生方も参加）である 

「教育実践フォーラム」では、著名な教育研究者が

講師として招かれ、教育の最先端の知見を得ること

ができるとともに、自分の実践研究を発表し、研究

成果を世に問うことができます。
　 

❾ 長期履修制度があります。

Ｑ3

❺ 現職の先生とともに行動し、教員の仕事についてのノウハウを学
び、教育現場の情報を得ることができます。

❻ 校種縦断 ( 小･中･高 )、教科横断的な教育のあり方を学ぶことがで
きます。



改組手続中のため予定であり、記載内容は変更となる場合があります。

入学試験について

教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）に定める普通免許状（二種以上）を有する方または平成３１

年３月までに取得する見込みの方に限ります。

説明会に参加を希望される場合は、右記QRコードから申し込みをお願いします。

なお、当日参加も可能です。

小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭の一種免許状を有する方は、本研究科において教育職員免許法

及び同法施行規則に定める単位を修得することにより、それぞれに対応する専修免許状を取得すること

ができます。詳細は次のとおりです。
　

●小学校教諭専修免許状

●中学校教諭専修免許状「国語・社会・数学・理科・音楽・美術・保健体育・技術・家庭・英語」

●高等学校教諭専修免許状「国語・地理歴史・公民・数学・理科・音楽・美術・工芸・保健体育・家庭・

　　　　　　　　　　　　　英語・書道」

❶特例措置の適用を認定された方は、修業年限の前半１年間を研究科における研究と授業に専念します。

　この期間における履修単位は、２２単位以上とします。
　

❷後半の１年間は、在職校においてその勤務と教育実践研究とを並行し、研究科の指定した日に登校し

　て研究指導を受けるとともに、定められた科目の単位の履修を行います。
　

❸特例による授業は、現職教員の勤務様態を勘案し、平日においては、夜間の授業時間（１８時１０分～
　１９時４０分）を開設、また、長期休業期間においては、集中講義等を開設します。

出願資格

説明会日程

　
■東京会場
　日時 : 平成３０年９月23日（日）　１３：３０～１５：３０ （１３：００～受付開始）
　場所 : 東京リエゾンオフィス （東京都港区芝浦3-3-6  キャンパス・イノベーションセンター）

■山梨会場
　日時 : 平成３０年  ８月１日（水）　１３：００～１３：３０
　　　　平成３０年１０月６日（土）　１３：３０～１５：３０ （１３：００～受付開始）
　場所 : 山梨大学甲府西キャンパス　Ｎ-22教室 （山梨県甲府市武田4-4-37）

入試日程
 
■出願期間 : 平成３０年１０月２４日（水）～１０月３０日（火）
■試 験 日 : 平成３０年１１月２４日（土）
■合格発表 : 平成３０年１１月２８日（水）

取得可能な教員免許状

大学院設置基準に定める教育方法の特例措置について

問い合わせ先
〒400-8510 山梨県甲府市武田4-4-37　山梨大学教育学域支援課教務グループ
電話：055－220－３７８２　E-mail：e-kyoumu@yamanashi.ac.jp


